
 

 

上高津貝塚では，復元され
た「竪穴住居」（上），「製
塩土器」（右上），さらに海
水を土器で煮詰めて塩を
つくった「大型炉」（左）
も見ることができます 

← 
「霞ヶ浦」全図（『ローリング

ウエスト逍遙日記』より転載） 
 

 

← 霞ヶ浦「三叉沖」 
（『龍学』「沼の主の話」より転載） 
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

地
理 

 

霞
ヶ
浦
は
、
わ
が
国
第
二
の
大
き
さ
を
も
つ

淡
水
湖
で
、
面
積
は
220
㎢
。
西
浦
（
172
㎢
）
、

北
浦
（
36
㎢
）
、
外
浪
逆
浦
（
６
㎢
）
、
常

陸
利
根
川
（
６
㎢
）
の
４
つ
の
水
域
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
（
「
霞
ヶ
浦
と
北
浦
」
な
ど
と

表
現
さ
れ
る
場
合
は
、
「
霞
ヶ
浦
」
は
事
実
上

西
浦
の
み
を
指
し
て
お
り
、
「
霞
ヶ
浦
」
と
い

う
名
称
は
２
つ
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま

す
）
。
周
囲
（
水
際
線
延
長
）
は
249.5
㎞
に
及

ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
日
本
最
大
面
積
の
湖

で
あ
る
琵
琶
湖
（
235.0
㎞
）
を
超
え
る
長
さ
で

す
。
狭
義
の
「
霞
ヶ
浦
」
で
あ
る
西
浦
は
、
面

積
で
は
全
体
の
78
％
余
り
を
占
め
、
土
浦
方

面
に
伸
び
る
水
域
を
「
土
浦
入
」
、
石
岡
方
面

を
「
高
浜
入
」
と
呼
び
、
両
者
が
交
わ
る
か
す

み
が
う
ら
市
沖
の
広
い
水
域
を
「
三
又
沖
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
水
深
は
浅
く
、
大
部
分
が
３

ｍ
か
ら
６
ｍ
で
、
平
均
水
深
４
ｍ 

、
最
大
水

深
は
西
浦
の
三
又
沖
で
7.1
ｍ
、
北
浦
で
10
ｍ

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
霞
ヶ
浦
に
は
、
桜
川
・
恋
瀬

川
・
巴
川
・
小
野
川
な
ど
、
56
の
河
川
が
流

れ
込
み
、
年
間
流
下
量
は
約
14
億
m³
、
貯
水

量
は
約
8.5
億
m³
、
そ
の
流
域
に
は
約
100
万
人

の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
水
面
の
標

高
は
０
ｍ
、
湖
岸
の
台
地
も
せ
い
ぜ
い
30
ｍ

位
で
、
日
本
第
一
の
湖
、
琵
琶
湖
と
比
べ
る
と
、

低
平
な
と
こ
ろ
が
特
色
で
、
独
特
の
水
郷
景
観

を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
景
観
を
保
立
俊
一
氏

（
中
31
回
卒
）
は
「
多
く
の
人
が
霞
ヶ
浦
の

美
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
霞
ヶ
浦
は

水
平
の
美
で
あ
る
。
周
辺
に
山
の
無
い
霞
ヶ
浦

の
広
漠
と
も
い
え
る
横
に
広
が
る
景
観
に
は

す
べ
て
の
人
を
つ
つ
み
こ
む
広
い
心
を
感
じ

る
。
そ
の
広
が
り
が
霞
ヶ
浦
の
水
平
の
美
で
あ

る
。
朝
に
夕
に
穏
や
か
な
光
の
中
に
広
が
る
水

面
を
み
つ
め
る
時
、
そ
の
広
さ
の
中
に
心
の
安

ら
ぎ
を
感
じ
る
の
は
私
ば
か
り
で
は
無
い
と

思
う
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
（
『
水
郷
つ
ち
う

ら
回
想
』
保
立
俊
一
著 

筑
波
書
林 

1994
（
平

成
６
）
年
刊
）
。 

 
 

流
海 

 

霞
ヶ
浦
の
名
称
が
定
着
す
る
の
は
江
戸
時

代
で
あ
り
、『
常
陸
風
土
記
』
で
は
「
流
海
（
な

が
れ
う
み
）
」
（
海
水
が
流
動
し
て
い
た
と
こ

ろ
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
の
だ
と
思
わ

れ
ま
す
）
と
呼
び
、
稲
敷
市
側
は
「
信
太
の
流

海
」
、
か
す
み
が
う
ら
市
東
部
は
「
佐
賀
の
流

海
」
、
行
方
市
側
は
「
行
方
の
海
」
、
利
根
川

流
域
の
低
地
は
「
榎
浦
（
え
の
う
ら
）
の
流
海
」

と
称
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
和
歌

な
ど
で
は
「
霞
の
浦
」
と
詠
ん
で
い
ま
す
が
、

一
般
に
は
、
鹿
島
灘
の
「
外
の
海
」
に
対
し
て
、

巨
大
な
入
り
江
、
「
内
の
海
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
沿
岸
に
遺
さ
れ
た
無
数
の
貝
塚
（
そ

の
数
は
関
東
地
方
全
体
の
約
30
％
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
）
は
、
海
水
・
淡
水
産
な
ど
様
々
な

貝
殻
が
堆
積
し
、
寒
冷
化
に
伴
う
海
退
・
淡
水

化
と
、
温
暖
化
に
伴
う
海
進
・
鹹
水
化
が
く
り

返
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
上
高
津
貝

塚
や
陸
平
貝
塚
等
の
縄
文
時
代
の
貝
塚
の
分

布
か
ら
、
当
時
の
海
岸
線
を
推
定
で
き
ま
す

が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
霞
ヶ
浦
の
面
積
は
現
在
の

２
倍
を
超
え
、
稲
敷
市
（
旧
東
村
）
低
地
以
南

の
い
わ
ゆ
る
榎
浦
や
潮
来
以
南
の
浪
逆
浦
（
な

さ
か
う
ら
）
、
そ
れ
に
北
浦
と
も
、
と
く
に
区

別
な
く
接
続
す
る
の
で
、
全
体
と
し
て
は
琵
琶

湖
に
匹
敵
す
る
広
さ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。 

 

常
陸
国
内
の
縄
文
時
代
の
貝
塚
か
ら
は
、
豊

富
な
魚
介
類
を
示
す
遺
物
が
多
数
出
土
し
て

お
り
、
は
る
か
昔
か
ら
水
産
物
に
恵
ま
れ
た
環

境
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
貝
塚
か
ら
発
見
さ
れ

た
釣
り
針
や
ヤ
ス
・
銛
（
モ
リ
）
・
球
状
土
錘

（
魚
網
を
下
方
に
引
っ
ぱ
り
、
水
中
で
所
要
の

形
状
を
保
た
せ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
お
も

り
）
な
ど
の
漁
具
は
、
材
質
は
違
う
も
の
の
形

態
は
今
の
も
の
と
大
差
が
な
く
、
釣
り
・
刺

突
・
網
・
わ
な
と
い
っ
た
現
在
と
同
様
な
漁
法

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 
 

              

ま
た
上
高
津
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
製
塩
土

器
な
ど
か
ら
、
縄
文
時
代
後
期
（
約
３
千
年
前
）

に
は
霞
ヶ
浦
で
塩
作
り
（
日
本
で
最
初
の
塩
作

り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
当
時
の
塩
作
り
は
ま
ず
塩
分

が
付
着
し
た
海
藻
を
天
日
干
し
に
し
、
さ
ら
に

そ
の
海
藻
に
海
水
を
か
け
て
濃
い
塩
分
を
付

着
さ
せ
ま
す
。
そ
の
海
藻
を
塩
づ
く
り
の
た
め

の
底
が
尖
っ
た
土
器
（
製
塩
土
器
）
で
煮
詰
め

て
、
結
晶
と
な
っ
て
付
着
し
た
塩
を
取
る
も
の

で
し
た
。
さ
ら
に
時
代
が
下
っ
て
、
713
年
頃

編
纂
さ
れ
た
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
信
太
郡
の

条
に
は
、
「
浮
島
の
村
の
人
々
は
塩
を
焼
い
て

生
活
を
し
て
い
る
」
と
あ
り
、
行
方
郡
の
条
に

は
「
行
方
の
海
の
津
済
（
わ
た
り
）
周
辺
に
は

塩
を
焼
く
た
め
の
海
藻
が
生
え
て
い
る
」
な
ど

平成２６年２月４日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 
ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 

第６５号 

霞ヶ浦（その１）～流海～ 
校歌に歌われている霞ヶ浦。遠浅で広い海跡湖（もともとは海

の入江であったところが残ってできた湖）ですが，満々たる水を

たたえ，人々に豊かな恵みと安らぎを与えてきました。 

今回から霞ヶ浦とその周辺の人々の歩みをたどっていきます。 



 

 

古代の道路体系と東海道駅路 

（『花見川流域を歩く』より転載） 

かつては海夫が活
躍した現在の古渡
の町（上），「海夫
注文」も含まれた
国重文「香取大禰
宜家文書」（右，『千
葉県ＨＰ「千葉県
史」』より転載） 
 

【
参
考
資
料
】 

『
理
想
郷
と
よ
ば
れ
た
常
陸
国
』 

（
か
す
み
が
う
ら
市
郷
土
資
料
館 

2013
・
８
） 

『
帆
曳
網
漁
の
世
界
展
示
解
説
書
』 

（
か
す
み
が
う
ら
市
郷
土
資
料
館 

2005
・
７
） 

『
古
代
の
み
ち
～
常
陸
を
通
る
東
海
道
駅
路
～
』 

（
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
） 

と
、
当
時
の
霞
ヶ
浦
沿
岸
地
域
で
は
塩
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
塩
作
り
の
事
実
か
ら
霞
ヶ
浦
が
８

世
紀
の
初
め
頃
で
も
ま
だ
鹹
湖
（
か
ん
こ 

塩

水
湖
、
湖
水
の
塩
分
が
、
１
リ
ッ
ト
ル
中
0.5
グ

ラ
ム
以
上
の
湖
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。 

 
  

東
海
道
駅
路 

 

古
代
律
令
制
時
代
の
幹
線
道
路
で
あ
る
東

海
道
駅
路
は
下
総
国
を
経
て
、
常
陸
国
に
入
り

ま
す
。
『
常
陸
風
土
記
』
（
信
太
郡
条
）
は
使

者
た
ち
が
下
総
国
か
ら
常
陸
国
に
入
る
際
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
ま
す
。 

 

「
榎
浦
津
（
え
の
う
ら
の
つ
）
あ
り
、
便
（
す

な
わ
）
ち
、
駅
家
（
う
ま
や
）
を
置
け
り
。
東

海
大
道
に
し
て
、
常
陸
路
の
頭
（
は
じ
め
）
な

り
。
所
以
（
こ
の
ゆ
え
）
に
伝
駅
使
等
（
は
ゆ

ま
づ
か
い
ら
）
、
初
め
て
国
に
臨
ま
む
と
す
る

に
、
先
（
ま
）
ず
口
と
手
と
を
洗
ひ
、
東
に
向

き
て
香
島
（
か
し
ま
）
の
大
神
を
拝
（
お
が
み
）

み
て
、
然
（
し
こ
う
）
し
て
後
に
入
る
こ
と
得
。
」 

 

常
陸
国
の
玄
関
口
に
は
榎
浦
津
と
い
う
駅
家

が
あ
っ
た
こ
と
、
駅
路
が
「
東
海
大
道
」
と
呼

ば
れ
た
こ
と
、
常
陸
の
国
府
（
石
岡
）
に
向
か

う
使
者
は
こ
こ
で
口
や
手
を
洗
い
、
東
へ
向
い

て
香
島
の
大
神
す
な
わ
ち
鹿
島
神
宮
を
遙
拝

し
て
か
ら
常
陸
国
に
入
っ
た
こ
と
な
ど
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
津
（
港
）
の
駅
な
の
で
、
船

が
停
泊
で
き
る
水
辺
近
く
に
駅
家
が
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

こ
の
信
太
郡
の
榎
浦
津
駅
は
稲
敷
市
柴
崎

地
区
に
あ
る
新
宿
遺
跡
周
辺
が
有
力
な
候
補

地
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
先
の

ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
陸
路
を
経
て
霞
ヶ
浦
を

船
で
渡
り
常
陸
国
府
に
向
か
う
コ
ー
ス
が
、
か

つ
て
は
想
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
歴

史
地
理
学
の
木
下
良
氏
が
空
中
写
真
と
地
形

図
な
ど
か
ら
稲
敷
市
下
君
山
か
ら
阿
見
町
飯

倉
ま
で
の
直
線
道
が
東
海
道
駅
路
に
あ
た
る

こ
と
を
見
出
し
、
常
陸
国
府
ま
で
陸
路
で
あ
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
榎

浦
津
駅
で
常
陸
国
に
入
っ
た
東
海
道
駅
路
は
、

稲
敷
市
、
牛
久
市
、
阿
見
町
を
通
り
、
土
浦
市

の
小
松
・
高
津
付
近
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
曾
禰

（
そ
ね
）
駅
へ
と
続
い
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

桜
川
を
渡
り
、
土
浦
市
中
貫
か
ら
、
か
す
み
が

う
ら
市
内
を
抜
け
、
国
府
の
あ
る
石
岡
市
（
国

衙
の
正
庁
が
石
岡
小
、
国
分
尼
寺
が
府
中
小
付

近
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
国
分
寺
の
跡
に

は
現
在
も
国
分
寺
と
い
う
お
寺
が
建
っ
て
い

ま
す
）
に
到
り
ま
し
た
。
緊
急
時
に
は
早
馬
を

駆
け
、
す
ば
や
く
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
が
駅

路
の
重
要
な
機
能
の
一
つ
で
あ
り
、
気
象
条
件

な
ど
に
左
右
さ
れ
や
す
い
水
路
よ
り
、
目
的
地

ま
で
最
短
距
離
で
結
ぶ
陸
路
が
重
視
さ
れ
、
直

線
道
が
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 

              
 

海
夫
（
か
い
ふ
） 

 

平
安
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て

の
香
取
神
宮
文
書
や
鹿
島
神
宮
文
書
に
は
「
海

夫
」
と
よ
ば
れ
た
人
々
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
夫
は
、
12
世
紀
後
半
に
は
登
場
し
て
、
霞

ヶ
浦
の
津
々
浦
々
で
漁
業
を
主
と
し
、
水
上
交

通
・
商
品
輸
送
な
ど
操
船
の
技
術
を
生
か
し
舟

運
な
ど
も
生
業
と
し
て
い
ま
し
た
。 

 

古
代
の
律
令
制
は
、
海
を
山
川
藪
沢
（
さ
ん

せ
ん
そ
う
た
く
）
な
ど
の
未
開
地
と
同
じ
よ
う

に
、
特
定
の
人
が
独
占
す
べ
き
も
の
で
は
な
く

自
由
に
利
用
で
き
る
も
の
と
し
、
養
老
令
で

「
山
川
藪
沢
の
利
、
公
私
之
を
共
に
せ
よ
」
と

規
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
平
安
末
期
か
ら
南

北
朝
時
代
に
か
け
て
は
、
香
取
神
宮
や
鹿
島
神

宮
の
大
禰
宜
に
海
夫
た
ち
の
網
や
船
へ
課
税

す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
お
り
、
海
夫
た
ち
は
香

取
神
宮
や
鹿
島
神
宮
に
一
種
の
年
貢
で
あ
る

祭
祀
料
を
献
納
し
、
そ
の
み
か
え
り
と
し
て
漁

業
や
水
運
な
ど
の
特
権
を
与
え
ら
れ
、
「
津
」

と
い
う
港
を
拠
点
と
し
て
、
活
動
を
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
南
北
朝
時
代
に
入
る
と
、
津

は
在
地
領
主
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
、

1374
（
応
安
７
）
年
、
室
町
幕
府
は
海
夫
を
各

在
地
領
主
か
ら
大
禰
宜
の
支
配
に
戻
る
よ
う

に
命
じ
て
い
ま
す
。
香
取
神
宮
大
祢
宜
中
臣
長

房
が
起
草
し
た
「
海
夫
注
文
」
（
海
夫
た
ち
か

ら
徴
税
を
す
る
た
め
の
目
録
）
は
、
平
安
以
来
、

諸
津
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
た
海
夫
税
（
通
行

税
・
船
税
）
が
、
南
北
朝
の
混
乱
期
に
在
地
領

主
の
支
配
が
進
ん
だ
結
果
、
未
・
滞
納
の
続
出

で
起
こ
さ
れ
た
訴
訟
の
証
拠
書
類
と
し
て
提

出
さ
れ
た
も
の
で
、
中
世
港
湾
（
津
）
の
分
布

を
知
る
好
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は

常
陸
の
50
余
津
、
下
総
の
24
津
が
列
記
さ

れ
、
記
載
の
な
い
も
の
も
含
め
れ
ば
、
沿
岸
に

は
優
に
80
を
超
え
る
津
の
存
在
が
推
定
で
き

ま
す
。 

 

し
か
し
平
安
末
期
、
律
令
制
の
崩
壊
と
と
も

に
、
領
主
の
支
配
権
が
強
化
さ
れ
、
香
取
神
宮

や
鹿
島
神
宮
の
統
制
が
弱
ま
る
に
つ
れ
て
、
津 

             

も
次
第
に
自
衛
の
た
め
の
連
合
組
織
を
形
成

し
、
霞
ヶ
浦
・
北
浦
を
津
の
入
会
（
共
同
利
用

地
）
の
海
と
し
て
管
理
す
る
「
霞
ヶ
浦
48

津
」
・
「
北
浦
48
ヶ
津
」
に
発
展
し
、
地
名

を
今
日
に
残
す
も
の
も
多
く
、
比
定
地
の
特
定

も
進
ん
で
い
ま
す
。
霞
ヶ
浦
48
津
の
ほ
と
ん

ど
は
霞
ヶ
浦
に
注
ぐ
河
川
の
河
口
に
位
置
し
、

周
辺
に
は
農
業
基
盤
と
な
る
小
沖
積
地
を
伴

い
、
城
館
や
寺
院
が
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
頃
か
ら
、
常
陸
国
で
は
、
平
将
門
の
乱

を
制
圧
し
た
平
貞
盛
の
一
族
で
あ
っ
た
多
気

氏
が
常
陸
国
府
の
大
掾
職
を
世
襲
し
、
そ
の
職

名
を
名
字
（
常
陸
大
掾
氏
）
と
し
て
勢
力
を
拡

大
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
鎌
倉
時
代
に
入
る

と
、
小
田
城
を
拠
点
に
し
た
小
田
氏
が
台
頭

し
、
大
掾
氏
に
代
わ
っ
て
筑
波
山
麓
霞
ヶ
浦
周

辺
の
一
大
勢
力
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

（
高
21
回
卒 

松
井
泰
寿
） 

       


